
10
月
１
日
臨
時
国
会
が
召
集
さ

れ
、
自
民
党
の
石
破
茂
総
裁
が
総

理
大
臣
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

石
破
氏
は
総
裁
選
中
「
臨
時
国

会
で
は
、
党
首
討
論
や
予
算
委
員

会
で
野
党
と
議
論
し
判
断
材
料
を

国
民
に
示
し
た
後
に
解
散
総
選
挙

を
行
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、

首
相
に
選
任
さ
れ
る
前
に
「
９
日

解
散
15
日
公
示
27
日
投
開
票
で
選

挙
を
行
う
」
な
ど
と
記
者
会
見
で

発
表
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
む
ら
ほ
え
り

こ
衆
院
島
根
一
区
予
定
候
補
を
先

頭
に
、
石
破
氏
の
言
行
不
一
致
を

厳
し
く
批
判
す
る
街
頭
宣
伝
を
い
っ

せ
い
に
展
開
し
ま
し
た
。
10
月
１

日
に
は
む
ら
ほ
氏
を
は
じ
め
、
尾

村
利
成
県
議
、
舟
木
健
治
、
た
ち

ば
な
ふ
み
両
松
江
市
議
、
佐
野
み

ど
り
、
樋
野
伸
一
両
市
議
予
定
候

補
や
、
党
後
援
会
員
ら
も
市
内
各

地
で
街
頭
か
ら
訴
え
ま
し
た
。

む
ら
ほ
予
定
候
補
は
、
石
破
新

体
制
に
つ
い
て
「
派
閥
を
な
く
し

て
も
、
忖
度
は
続
い
て
い
る
。
自

民
党
内
で
の
政
権
た
ら
い
回
し
で

は
何
も
変
わ
ら
な
い
」
と
強
調
。

「
原
発
回
帰
の
自
民
党
政
権
に
立

ち
向
か
い
、
島
根
原
発
２
号
機
再

稼
働
は
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
い
」
と

訴
え
、
日
本
共
産
党
へ
の
支
援
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

た
ち
ば
な
市
議
は
「
今
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
物
価
高

騰
や
コ
メ
対
策
、
能
登
半
島
へ
の

災
害
復
興
支
援
の
た
め
の
予
算
編

成
だ
」
と
強
調
。
「
裏
金
政
治
を

正
し
、
平
和
と
原
発
の
な
い
日
本

を
め
ざ
す
日
本
共
産
党
の
躍
進
で
、

未
来
に
希
望
あ
る
日
本
を
つ
く
ろ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

９
月
21
日
に
は
、
日
本
共
産
党

東
部
地
区
委
員
会
は
、
大
平
よ
し

の
ぶ
衆
院
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
候

補
を
迎
え
て
決
起
集
会
を
開
催
。

む
ら
ほ
衆
院
島
根
一
区
予
定
候
補

と
共
に
、
た
ち
ば
な
市
議
、
佐
野
・

樋
野
市
議
予
定
候
補
も
決
意
表
明

し
衆
議
院
選
挙
と
共
に
来
春
の
松

江
市
議
選
等
地
方
選
挙
を
一
体
に

闘
う
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

10
月
１
日
、
松
江
市
議
会
９
月

定
例
会
は
、
最
終
日
を
迎
え
、
本

会
議
に
お
い
て
議
案
の
審
査
状
況

を
各
委
員
長
が
報
告
、
各
会
派
代

表
の
討
論
の
後
採
決
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
が
共

産
党
市
議
団
を
代
表
し
て
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

主
な
議
案
は
令
和
５
年
度
一
般

会
計
決
算
な
ど
14
の
決
算
案
、
公

共
施
設
の
利
用
料
を
最
大
１
・
５

倍
に
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
案
が

31
本
、
景
観
条
例
の
一
部
改
正
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
を
18
歳
ま
で

拡
充
す
る
条
例
一
部
改
正
案
、
ま

た
土
地
利
用
制
度
の
見
直
し
に
係

る
税
の
在
り
方
検
討
会
条
例
制
定

な
ど
。
主
な
補
正
予
算
は
令
和
６

年
７
月
豪
雨
ほ
か
の
災
害
復
旧
工

事
や
被
災
世
帯
住
宅
補
修
支
援
な

ど
に
５
億
６
３
７
７
万
円
、
通
学

路
の
歩
道
や
道
路
・
橋
り
ょ
う
長

寿
命
化
な
ど
社
会
資
本
整
備
に
２

億
５
６
７
６
万
円
、
ま
た
景
観
計

画
見
直
し
に
１
７
４
６
万
円
な
ど

総
額
10
億
４
４
０
９
万
円
の
補
正

予
算
案
な
ど
68
議
案
が
全
て
可
決
、

認
定
し
閉
会
し
ま
し
た
。

た
ち
ば
な
市
議
は
「
物
価
高
騰

で
市
民
の
生
活
が
追
い
つ
め
ら
れ

て
い
る
、
実
質
賃
金
は
30
年
で
74

万
円
減
少
し
て
い
る
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
の
被
災

地
が
、
記
録
的
な
大
雨
に
襲
わ
れ
、

河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
が
相
次

ぎ
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
る
と

し
て
、
「
地
震
の
影
響
で
地
盤
が

崩
れ
や
す
く
な
っ
て
い
た
と
の
専

門
家
の
指
摘
も
あ
る
。
地
震
大
国

の
日
本
気
候
変
動
災
害
が
繰
り
返

さ
れ
る
中
、
防
災
・
減
災
は
政
治

の
使
命
。
原
発
は
動
か
さ
な
け
れ

ば
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

核
の
ゴ
ミ
処
理
方
法
も
未
確
立
で

あ
り
、
島
根
原
発
再
稼
働
同
意
は

撤
回
す
べ
き
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
公
共
施
設
使
用
料
金
の
改

定
31
件
に
つ
い
て
、
「
市
民
の
社

会
参
加
や
健
康
増
進
の
た
め
に
公

共
施
設
の
利
用
料
は
安
価
で
あ
る

べ
き
。
観
光
客
が
特
に
多
い
施
設

を
１
・
５
倍
の
料
金
に
す
る
こ
と

は
、
京
都
や
鎌
倉
の
よ
う
な
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
市
民
生
活
が

脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
で
は
な

い
中
で
宿
泊
税
の
議
論
も
あ
り
観

光
行
政
の
発
展
に
つ
な
が
る
か
疑

問
だ
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

原
発
再
稼
働
中
止
の
陳
情
不
採
択

陳
情
２
件
「
島
根
原
発
２
号
機

再
稼
働
中
止
を
求
め
る
陳
情
（
島

根
民
医
連
）
」
及
び
「
中
国
電
力

に
対
し
て
島
根
原
発
２
号
機
の
再

稼
働
中
止
を
求
め
る
陳
情
（
２
号

機
差
止
訴
訟
原
告
団
）
」
に
つ
い

て
は
、
「
今
の
避
難
計
画
で
は
本

当
に
被
曝
や
被
災
か
ら
市
民
の
命

が
守
ら
れ
る
の
か
、
複
合
災
害
が

想
定
で
き
て
お
ら
ず
市
民
の
不
安

が
払
し
ょ
く
で
き
な
い
」
「
能
登

半
島
地
震
で
は
電
力
会
社
の
想
定

を
は
る
か
に
超
え
る
断
層
が
連
動

し
て
お
り
、
立
地
自
治
体
と
し
て

島
根
原
発
周
辺
の
断
層
に
つ
い
て

も
再
調
査
を
求
め
る
こ
と
が
市
民

の
命
と
財
産
を
守
る
立
場
の
行
政

に
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
採

択
を
求
め
ま
し
た
。
採
決
で
は
共

産
党
市
議
団
２
名
、
ほ
か
２
名
が

陳
情
採
択
す
べ
き
と
し
ま
し
た
が

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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日 本 共 産 党 の 躍 進 で
自民党政治をチェンジ !
島根原発２号機再稼働とめよう

福
島
第
一
原
発
事
故
以
来
、

福
島
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
制
作

し
続
け
て
い
る
画
家
の
山
下
二

美
子
さ
ん
（
日
本
美
術
会
会
員
・

奈
良
市
在
住
）
の
自
撰
展
が
、

10
月
30
日
か
ら
11
月
4
日
ま
で

島
根
県
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

「
被
災
し
た
福

島
と
私
の
故
郷
の

記
憶
が
ど
こ
か
重

な
る
ん
で
す
」
と

語
る
山
下
さ
ん
の

故
郷
は
広
島
と
の

県
境
、
島
根
県
飯

石
郡
飯
南
町
。
広

島
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
、
隣
家
に
避

難
し
て
き
た
夫
婦

が
す
ぐ
に
亡
く
な
っ

た
4
歳
の
時
の
記

憶
が
、
福
島
原
発

事
故
の
報
道
と
と
も
に
蘇
り
ま

し
た
。
以
来
「
放
射
能
の
恐
ろ

し
さ
を
表
現
し
な
け
れ
ば
」
と

毎
年
ア
ク
リ
ル
画
の
制
作
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
を

含
め
故
郷
の
島
根
、
ヒ
ロ
シ
マ
、

フ
ク
シ
マ
、
市
井
の
人
、
生
と

死
、
自
然
な
ど
を

描
き
継
い
で
64
年
。

小
品
か
ら
４
０
０

号
の
大
作
ま
で
80

点
を
展
示
し
て
初

期
か
ら
の
創
作
を

た
ど
り
ま
す
。
何

卒
ご
来
場
賜
り
ま

す
よ
う
御
案
内
い

た
し
ま
す
。

市
民
の
命

財
産

福
祉
ま
も
る
市
政
を

松
江
市
議
会
９
月
定
例
会
終
わ
る

山下二美子自撰展
―島根から福島へ…
1 0月30日(水)～11月4日(月)
島根県立美術館ギャラリーにて

連絡先 山下二美子 さん

〒631-0803奈良市山陵町8725

TEL090－73595322

むらほ予定候補と 訴える たちばな市議

街頭から訴えるむらほ予定候補と佐野市議予定候補


